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問1 細胞の中に通常1個存在し、生命活動の調節や遺伝情報の保持に重要な役割を果たす、染色体が収められている小器官の名称を
答えなさい。 （2017年　長崎公立入試　類似）

1.  核 2.  細胞質 3.  細胞膜 4.  葉緑体

問2 有性生殖における、親から子への染色体の受け継がれ方について述べたものとして、最も適切なものはどれですか。 （2023年　富山

公立入試　類似）

1.  子は、父親と母親のそれぞれか
ら、染色体を半分ずつ受け継ぐ。

2.  子は、どちらか一方の親からす
べての染色体を受け継ぎ、もう一
方は関与しない。

3.  子は、受精のたびにランダムな
本数の染色体を両親から受け継
ぐ。

4.  子は、親がもつ染色体と全く同
じものを、そのまま2倍の量とし
て受け継ぐ。

問3 植物の根の先端付近などで観察される細胞分裂において、染色体の動きと数の変化を説明した次の文の空欄（ X ）（ Y ）にあ
てはまる語句の組み合わせとして正しいものはどれですか。「細胞分裂が始まると、核の中に染色体が現れる。染色体は細胞
分裂が始まる前に複製されており、分裂の過程で（ X ）。その後、分かれた染色体は細胞の両端に移動し、再び核が作られ
る。この一連の変化により、分裂後の新しい細胞に含まれる染色体の数は、分裂前の細胞と比べて（ Y ）。」 （2021年　山口公立入試　

類似）

1.  X：それぞれ分かれて移動する　
Y：変化しない

2.  X：合体して1つになる　Y：半
分になる

3.  X：それぞれ分かれて移動する　
Y：2倍になる

4.  X：形を変えずに留まる　Y：
変化しない

問4 動物の発生の過程における「胚」の状態についての説明として、最も適切なものはどれか。 （2015年　富山公立入試　類似）

1.  受精が行われる前の、卵や精子
の状態のことである。

2.  受精卵が一度も分裂せず、単細
胞のまま成長を続けている状態の
ことである。

3.  細胞分裂が進み細胞の数は増え
ているが、まだ成体や幼生として
の機能を完全に備えていない状態
のことである。

4.  自分で食物を摂り、親と同じよ
うな形になって独立して生活して
いる状態のことである。

問5 ある特定の環境において、被食者である草食動物の個体数が8万頭、捕食者である肉食動物の個体数が4000頭であったとき、
この環境における草食動物の個体数は、肉食動物の個体数の何倍にあたりますか。計算した数値として適切なものを選びなさ
い。 （2026年　福岡公立入試　類似）

1.  2倍 2.  5倍 3.  20倍 4.  50倍

問6 土の中に生息する微生物の働きを確かめる実験において、採取した土を十分に加熱して「焼いた土」を用意し、これに水を注
いで通り抜けた液体をデンプン溶液に加える操作を行いました。数日間放置した後、この溶液にヨウ素液を加えたときの結果
と、その理由の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2022年　岐阜公立入試　類似）

1.  青紫色に変化する。土を焼いた
ことで微生物が死滅し、デンプン
が分解されずに残ったため。

2.  色の変化は見られない。土を焼
くことで微生物が活性化し、デン
プンの分解が促進されたため。

3.  青紫色に変化する。加熱によっ
て土の中の有機物が増加し、デン
プンと強く反応したため。

4.  色の変化は見られない。加熱し
ても土の中の成分は変化せず、微
生物がデンプンを分解し続けたた
め。

問7 対立形質をもつ純系の親どうしをかけ合わせたとき、子の世代において表面に現れる方の形質を何というか。 （2018年　高知公立入試　

類似）

1.  優性形質（顕性形質） 2.  劣性形質（潜性形質） 3.  中間形質 4.  不完全優性

問8 顕微鏡を用いて生物の細胞を観察する際、通常は無色透明で見えにくい「核」や、細胞分裂の際に見られる糸状の「染色体」
を赤紫色に染めて、観察しやすくするために用いられる染色液の名称を選択してください。 （2025年　愛媛公立入試　類似）

1.  酢酸オルセイン溶液 2.  ヨウ素液 3.  ベネジクト液 4.  BTB溶液
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
核

真核細胞の内部には、遺伝情報を担う染色体を収めた「核」という構造体が存在する。核の周囲は
細胞質に囲まれ、さらにその外側は細胞膜によって仕切られている。染色体には親から子へ形質を
伝える遺伝子が含まれている。

問2 答え 1
子は、父親と母親のそれぞれから、染色
体を半分ずつ受け継ぐ。

受精によって、父親由来の生殖細胞（精子）と母親由来の生殖細胞（卵）が合体する。それぞれの
生殖細胞は減数分裂によって染色体数が半分になっているため、結果として子は両親から半分ずつ
染色体を受け継ぐことになる。このため、子は両親のどちらとも異なる新しい形質の組み合わせを
持つようになる。

問3 答え 1
X：それぞれ分かれて移動する　Y：変
化しない

細胞分裂では、あらかじめ複製されていた染色体が、細胞分裂の過程でそれぞれ分かれて細胞の両
端へと移動します。この仕組みによって、分裂して新しくできた2つの細胞には、元の細胞と同じ
数、同じ種類の染色体が分配されます。したがって、染色体は動的に変化するものの、最終的な数
は分裂前後で変化しません。

問4 答え 3
細胞分裂が進み細胞の数は増えている
が、まだ成体や幼生としての機能を完全
に備えていない状態のことである。

受精卵が分裂を開始すると、多細胞の集団へと変化していく。この時期は組織や器官が形成されて
いる途中の段階であり、自ら食物を摂取するなどの個体としての独立した機能はまだ整っていな
い。この「個体として完成する前」の段階が胚に該当する。

問5 答え 3
20倍

草食動物の個体数（80,000頭）を肉食動物の個体数（4,000頭）で割ることで、倍率を求めること
ができます。80,000 ÷ 4,000 ＝ 20となるため、草食動物は肉食動物の20倍存在していることが
わかります。このように、被食者の個体数が捕食者の数十倍に達することは、安定した生態系にお
ける典型的な特徴の一つです。

問6 答え 1
青紫色に変化する。土を焼いたことで微
生物が死滅し、デンプンが分解されずに
残ったため。

微生物は生物であるため、加熱（焼く操作）によって死滅します。微生物が死滅すると有機物を分
解する働きが失われるため、デンプン溶液にヨウ素液を加えると、分解されずに残ったデンプンが
反応して青紫色を呈します。これは、対照実験として微生物の関与を証明するために重要な手順で
す。

問7 答え 1
優性形質（顕性形質）

メンデルの法則によれば、対立形質をもつ純系の親どうしを交配させた際、子の代では一方の形質
のみが表現される。このとき現れる形質を優性形質（顕性形質）と呼び、現れない方の形質を劣性
形質（潜性形質）と呼ぶ。

問8 答え 1
酢酸オルセイン溶液

酢酸オルセイン溶液は、細胞内の核や染色体を赤紫色に染める性質を持つ染色液です。生物の細胞
の多くは無色透明であるため、そのままでは構造を詳しく観察することが困難ですが、この溶液で
染色を施すことにより、核の形や細胞分裂時の染色体の動きを鮮明に捉えることが可能になりま
す。


